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XDM E2機能分散パラレルの概要

複数のCPN(CentralProcessingNode)を結合してデータベース処理などの機能を分担処理することにより,アプリケーションプログラムを変更

することなしにシステム全体のスループットを大幅に向上させることができる｡

企業の基幹システムとしてのデータセンタには,

大量の情報が蓄えられており,これを管理してし-る

のが｢DB/DC(Database/DataCommunication)シ

ステム+である｡Mパラレルが提供するDB/DCシス

テムでは複数のCPN(CentralProcessingNode)を

連携させることにより,増大するデータに対してスケ

ーラブル(段階的)にシステムを拡張することができる｡

近年,データセンタを二取り巻くネットワーク上の

パソコン,ワークステーションからデータを取り出

し,意思決定のための情報として活用するなど,企

業データの利用方法も多様化してきている｡Mパラ

レルDB/DCシステムでは,基幹システムのデータを

*r】立製作所ソフトウェア開発本部

集めてデータセンタ内のⅩDM/RD E2に統合,管理

し,データベースパラレル機能を利用して,非定型

な検索を高速に処理できる｡このⅩDM/RD E2を国

際標準のSQL(Structured Query Language)でネ

ットワークに接続して自由に利用することにより,

蓄積されたデータを意思決定などのための情報とし

て最大限に活用できる｡

重要な共通データはセンタでしっかり管理すると

いう"FOREFRONTwithCyberspace”のコンセ

プトに基づいて,MパラレルDB/DCシステムは基幹

システムの情報を戦略的に活用するデータセンタの

実現を目指す｡
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n はじめに

従来,業務追加などでCPUの処理能力が限界に達して

くると,より高い処理能力のCPUにアップグレードする

ことで対応していた｡しかし,1台のCPU能力には限り

があり,スケーラフルなシステム拡張などを目的とした

パラレル処理システム環境構築へのニーズが高まってき

ている｡

パラレル機能の充実によって以‾Fの特長を持つMパラ

レルシステムをスケーラブルに,より大規模化,高速化

することができる｡

(1)企業の重要な財産であるメインフレーム上のデータ

を継続性を持って拡張,所用できる｡

(2)大量のデータを統合的に集中管理できるデータセン

タとして,専任の管理者と充実した製品群による高い信

頼性と運肘性が得られる｡

オンライン

彗乱
塾

j乱 伝票NO,

商品名

定価

販売価格

046358

-眼レフカメラ
¥79,800

¥69.800

UAP

E≡≡ヨ

構造型DB

基幹系業務

皿田田
リレーショナルDB

更新データ

随時反映

データ連携
(×DM/DS.

×DM/×T) 連動

WS

(3)過去を含めたすべてのデータを利用‾叶能とするデー

タウェアハウスとして大量のデータを蓄積し配布するな

ど,パソコンWSからの統一的情事帥J用が七一能となる｡

これらのニーズにこたえるため統合型データ マネ

ジメント システム"ⅩDM E2”削)では,従来提供していた

コンカレントアクセス紺,マルチサブ1システム,分散

DB,分散AP等の機能を拡張して,UAP,データベース

などの既存ユーザー資産をそのまま使用し,段1削勺に

CPNを追加して処理能力を向上させる,(1)機能分散パ

ラレル,(2)データベースパラレル,(3)トランザクション

パラレルの三つのパラレル機能を提供する｡

また,金融オンライン向けのTMS-4V/SP約では,

従来サポートしている複数のオンライン間でのデータベ

ース共用による,同一勘定系業務処理のパラレル処理機

能に加えて,それら複数オンラインのスケーラブル運用

および1システムイメージで運用するための機能強化を

注:略語誹月なと
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DBPARTN巨R(Wi[dows*対応口B
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*Wmdowsは,米国Microso托Co町

の登録商標である｡

図I XDM/RD E2によるデータウェアハウスの構築

基幹系システムのデータをリレーショナルデータベースと連携させてデータウェアハウスを構築する｡データセンタ内で情報を統合･集中管

理することによって信頼性の高いシステムが構築できる｡

※1)ⅩDM E2は,構造型データベースのⅩDM/SDE2,リレ

ーショナルデータベースのⅩDM/RD E2,DC機能の

ⅩDM/DCCM3など各種サブシステムを配したマルチ

サブシステム統合型DB/DCシステムである｡

※2)コンカレントアクセスは,システム共通領域にⅩDMの

一部を常駈させ,UAP空間からのデータベース操作要
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求時にⅩDM空間との空間連絡を不要とする方式であ

る｡各空間が独立して稼動するために負荷が少なく,特

にマルチプロセッサ環境に最適である｡

※3)TMS-4V/SPは,金融機関の勘定系オンラインシステム

仙ナDB/DCシステムであり,階層型データベース機能

を持っている｡
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行う｡

ここでは,逆用が容易なデータセンタで,ますます噌

人するデータを集中して管理する｢MパラレルDB/DCシ

ステム+について述べる｡

凶 XDM E2パラレル機能

2.一 機能分散パラレル

既存の大規模オンライン業務,データベースアクセス

を大量に行うバッチ業務を,複数のCPUで処理するため

に分割することは,一般的に困難である｡そのため,

ⅩDM E2は次の特徴を持つ機能分散パラレルを提供

する｡

2.1.1機能の分割･分散によってスループットを向上

一従来のユーザー資産は継続して使用可能

機能分散パラレルではシステム環境に応じて機能を分

割し,複数のCPNに分散させて配置する(37ページの図

参照)｡トランザクション処理のうちデータベース処理の

比率が高い場合には,データベース処理を実行する

ⅩDM(DB管理ⅩDM)をアプリケーションプログラムを

実行するⅩDM(AP起動ⅩDM)とは別のCPNに配置でき

る｡また,オンライン処理にバッチ処理の影響を与えた

くない場合には,バッチ処理実行のⅩDMをオンライン

処理実行のⅩDMとは別のCPNに配置できる｡

アプリケーションプログラムが発行するデータベース

アクセス要求は,AP起動ⅩDMがデータベース定義に従

って目的のDB管理ⅩDMに転送する｡DB管理ⅩDMはデ

ータベース処理を実行し,検索結果などの処理結果をAP

起動ⅩDMに返す｡CPU負荷の高いデータベース処理を

アプリケーションプログラムとは別のCPNで実行する

ことにより,アプリケーションプログラムの変更なしに

システム全体のスループットを向上させることができる

(例:各ⅩDMのCPU負荷が均等になるようにデータベ

ースを配置した場合,4ⅩDMで約3倍のスループット)｡

2.t.2 D日管理XDM間の排他処理なしにアプリケーシ

ョン間でデータベースを共用

CPN間でデータベースを共用して排他処理を行う方

式(Shared Everything)は,排他のオーバヘッドが人き

い｡そのため機能分散パラレルでは,DB管理ⅩDMごと

にデータベースを配置し,DB管理ⅩDM間での排他処理

を行わない方式(SharedNothing)を採用している｡

また,複数のAP起動ⅩDMで実行されるアプリケーシ

ョンプログラムからは,アクセス要求の転送によって必

要なデータベースを利用することができるので,データ

ベース共用も実現できる｡

2.l.3 性能要件に応じてXDM開通信装置を選択

各ノード間の通信を高速に行うことが要求されるシス

テムには高速結合機構を使用する｡なお,コストパフォ

ーマンスの観点からチャネル接続を選択することもで

きる｡

2.1.4 1システムイメージの運用

オペレータが個々のⅩDMを意識しなくてもよいよう

に,運用コマンドは特定のⅩDMが受け付けて各ⅩDMへ

振り分ける｡システムの開始,終了や状態表示などは1

システムのイメージで運川できる｡データベース巨IJ復な

どを各ⅩDMで個別に実行できるように,同役処理に使

用するジャーナルは各ⅩDMで独立して取得する｡なお,

各ⅩDMで取得したジャーナルをマージすることも可能

である｡

2.l.5 システム環境の変化に柔軟に対応

システムの人規模化,利用範囲の拡大などによってシ

ステム環境が変化した場合には,アプリケーションの変

更なしに,柔軟にⅩDMの分割･追加･統合ができ,スケ

ーラブル(段階的)にシステム構築ができる｡

2.2 データベースパラレル

2.2.1概 要

Mパラレルでは,スループット向上を目的とする機能

分散パラレルに加え,大幅なレスポンスタイム向__L二を可

能とするデータベースパラレル機能をサポートしてい

る｡データベースパラレルにはⅩDM/RD E2がサポート

する入出力パラレル,SQレヾラレル,ⅩDM/RD E2,

ⅩDM/SD E2の両方で使用可能なバッチパラレルが

<ニ:=====コ効果大

匝

皆
虻
せ舵 凸

実行時問の

短縮

適用前の

入出力時間

ニご二･一一-

適用前の

CPU処理時間

適用前実行時間

適用後実行時問

一′一一■一

遍用後の

CPU処理時間

0
条件ヒット率(%)

100

注:前提条件 1
-
2
3

表を4ボリュームに分割
複数の入出力チャネル

マルチプロセッサ(CPN数:2)

図2 入出力パラレルの実行時間短縮例

入出力時間が並列数分短縮されるため,条件ヒット率が低い検索

で特に効果が大きい｡
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ある｡

近年,データベースに蓄えられるデータ量は増大の一

途であり,特に意思決定のためには,大量データに対す

る非定型検索を高速に処理する必要がある｡基幹システ

ムをⅩDM/RD E2で構築して,そのままパラレル検索す

ることができるうえに,分散したデータをデータ連携機

能を使用してⅩDM/RD E2に集め,データウェアハウス

としても利用することができる(図1参照)｡

Mパラレルシステムでデータを集中管理することによ

り,基幹システムとの統一的運用,利用が可能であり,

保守性に優れ,信頼性の高い情報システムを構築するこ

とができる｡

蓄積されたデータは,パソコン上の表計算ソフトウェ

ア,ODBC(OpenDatabeseConnectivity)対応ソフトウ

ェアから自由にアクセス可能となる｡また,長期間蓄積

された時系列データを扱うようなシステムでは,ⅩDM/

RD E2をHiRDBと連携させてワークステーションやパ

ソコンでデータを分析することもできる｡

2.2.2 入出力パラレル

表を複数のボリュームに分割格納すれば,アプリケー

ションプログラムを変更することなく,入出力処理を並

列実行できる｡入出力パラレルは,大量のデータから一

部のデータを取り出すような(検索条件へのヒット率が

小さく,CPU負荷が少ない)非定型的な業務に特に大き

な効果がある(図2参月別｡

例えば,1,000万件のデータから,1,000件を取り出す

例:在庫表から`地区■が東京■で製品名'が

t電気･･･■のものを検索する｡

検索結果をAND演算

地区のインデクス

で東京を検索

(a)従来の逐次実行型

地区のインデクス

を検索

製品名のインデクス

で電気†を含むものを検索

製品名のインデクス

を並行して検索

検索時間を

大幅に短縮

検索結果をAND演算

(b)SQLパラレル

図3 SQLパラレル(複数インデクス利用検索)

パラレル実行では,複数のインデクスを同時に検索することによ

って大幅なレスポンスタイム向上が可能となる｡

40

業務で表を12ボリュームに分割した場合,経過時間は

約志となる｡

2.2.3 SQLパラレル

ⅩDM/RD E2では,表結合など負荷の高いSQLを,そ

れぞれの表を操作するサブSQLに分割して実行する

SQLパラレル機能を提供する｡個々の表を分割して並行

に処理する入出力パラレルを併用することにより,さら

に高速化できる｡

また,複数のインデクスを利用した検索では,それぞ

れのインデクスに対する処理を並行して実行する｡複数

インデクスの処理例を図3に示す｡

さらに,機能分散パラレル環境では,分割されたサブ

SQLを複数のCPNに振り分けて負荷を分散することが

できる｡

2.2.4 バッチユーティリティ パラレル

ⅩDM/SD E2のスキーマ,ⅩDM/RD E2の表が複数の

エリアに分割格納されているとき,DBの再編成などのジ

ョブをエリア単位に独立して並列実行することができ

る｡また,PREST(ParallelReferenceandSynchronous

Transfer:並列同期転送)機能を併用することもできる

ので,大量データのローディングなどのバッチ業務処理

時間が大幅に短轟宿できる｡

2.3 トランザクションパラレル

オンラインシステムの大規模化,多様化に伴って従来

のⅩDMシステムでは,複数のⅩDMシステムに分割する

ことで対応してきた｡しかしこの対応では,各ⅩDMシス

テムごとに接続端末を固定した-),端末オペレータが接

続先のⅩDMシステムを;墓択する必要があった｡そのた

め,ⅩDM/DCCM3でのトランザクションパラレル機能

の提供によってこれらの問題を解決した｡

トランザクションパラレルとは,トランザクション入

力元である端末とのセションを,AP起動ⅩDMを構成す

る各ⅩDMシステムに分散させる機能である｡

トランザクションパラレルの使用によって各ⅩDMシ

ステムの負荷が平均化されるため,システム全体のスル

ープットを向上させることができる(図4参月別｡

トランザクションパラレルでの利点は以下の2点で

ある｡

(1)端末ユーザーからは複数を意識させないシステム

構成

端末ユーザーからは一つのⅩDMシステムとして見え

る｡そのため端末ユーザーは,複数のⅩDMシステムで構

成していることを意識することなく,従来と同様に単一
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注:略語説明
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BasedCommunicationNet)VOrkingFacility〕

図4 XDM/DCCM3のトランザクションパラレル
端末とAP起動XDMの間のセションを動的に分散させてシステム

全体のスループットを向上させる｡
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ー
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CPN

のシステムとして扱うことができる｡

(2)システムでの最適な動的負荷バランスによるユーザ

ー負担の軽減

端末とのセション接続時に各ⅩDMシステムの負荷が

平均化するように,ⅩDM/DCCM3が自動的に接続先

ⅩDMシステムを選択する｡負荷の平均化は高速結合機

構を使用し,CPU使用状況およびセション接続数によっ

てⅩDMとⅩNF,およぴVOS3/FSのシステム間負荷分散

機能が連携して行う｡したがって,ユーザーは各ⅩDMシ

ステムのシステムチューニングを行う必要がなく,ユー

ザーの負担を軽減することができる｡

田 TMS-4V/SPのパラレルサポート

3.1概 要

金融オンライン向けのDB/DC製品であるTMS-4V/

SP(Transaction Management System 4V/System

Product)でのパラレルサポートについての顧客ニーズ

は‾F記の点にある｡特に,システムの高信頼性に対する

要請は大きい(図5参照)｡

(1)システム規模,発生データ量に応じた負荷分散
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PP(P｢0∈汀amP｢Oduct),ACONARC(AdvancedConnectio[Archjtecture)

図5 TMS-4V/SPパラレル
各CPNのオンラインの独立性を保持することにより,システム全体の信頼性についてのリスクを低減している｡
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(2)エンドユーザー(営業店)から見たノーダウンシス

テム

(3)スケーラブルなシステム運用

(4)1システムイメージの運用

上記の顧客ニーズにこたえるために下記のパラレル機

能を実現する｡

3.2 TMS-4V/SPのパラレルサポート機能

(1)データベース共用によるトランザクションのパラレ

ル処理機能

オンラインシステムの規模拡大に対応するために,複

数のオンライン間で互いにデータベースを共用使用し,

同一の勘定系の業務処理を並列に実行する｡このとき,

相互のデータベースアクセスでの整合性の確保について

はARF E2(AdvancedReliabilityFeatureExtended2)

による資産の排他制御を行って実現している｡

(2)負荷分数

各種ネットワークで発生するオンライントランザクシ

ョンを,複数のオンラインによって静的に負荷分散して

パラレル処理を実現する｡

(3)パラレルセション機能

棲数のオンラインと端末間を複数のセションで接続す

ることによr),一つのオンラインに障害があっても別の

オンラインによって業務処理を続行することができる｡

(4)スケーラフサル運用

休日の稼動CPN台数の縮退運転など,稼動CPN台数

の変更によるスケーラブル運用を実現する｡

(5)邦:1ホットスタンバイ

複数のCPNで垂わ作しているオンラインシステムのス

タンバイジョブを,1台をCPNに複数立ち上げておくこ

とができるので,柔軟なCPN台数のシステム構成が実現

できる｡

(6)システム間同期コマンド

複数のオンラインを1システムイメージで運用できる

ようにするため,共通の運用コマンドは1回の指示によ

って複数オンラインで同期して処理する｡

(7)ジャーナルマージ

バッチ処理を1システムイメージで実行するため,複

数のオンラインで取得したジャーナルを1オンラインで

取得したジャーナルのように,時系列にマージする機能

を提供する｡

(8)統合システム定義

複数のオンラインを1システムのイメージで統合定義

することにより,複数オンラインの定義環境を自重舶勺に

勺三成する｡このことにより,複数オンライン環境の生成

および保守作業の軽減を図ることができる｡

Ⅲ おわりに

ここでは,管理者による運用が容易なデータセンタで,

今後ますます増大するデータを集中管理する｢Mパラレ

ルDB/DCシステム+について述べた｡

企業での情報の重要性は年々高まり,情報システムの

障害,データの喪失は企業の存続にもかかわるものとな

りつつある｡

データを統合管理するデータセンタと,分散管理する

パソコン,ワークステーションを有機的に連携させるこ

とにより,最も信頼性が高く,効率の良い情報システム

を構築することができる｡個別の情報はその所有者のと

ころに分散し,共通の情事削まデータセンタの管理者がバ

ックアップも含めて正しく集中管理する｡また,データ

センタをワークステーション,パソコンに分散されたデ

ータの保管庫,バックアップとして利用することもで

きる｡

今後,企業の心臓であるデータセンタとして,性能,

信頼性の向上を図るとともに,インターネット,イント

ラネットなどの利用環境との連携を深め,蓄積された情

報が企業の隅々にまで行き渡って企業の栄養分として最

大限に活用されるように,MパラレルDB/DCシステムの

機能強化を図っていく考えである｡
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